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南西オーストラリアは、 “ワイル 布しない科で、オーストラリア、南

カンガルー・ポー ド・フラワー"の宝庫として知られ アフリカ、南米北部の太平洋岸から

ます。この地域は、オーストラリア 知られています。ヘモドルム科の植

大陸の中でも、特殊性の高い植物相 物は、地史的にこれらの地域がゴン
Anigozanthos manglesii D.Don 

を持ち、地味上でもっとも特異な植 ドワナ大陸として陸続きであった

物相を持つといわれる南アフリカ 時代に形成されたゴンドワナ ・フロ
西オーストラリア州ノTース近郊

のケープ地域(この地域のみで一つ ラのひとつだと考えられています。

の植物区系界とされる)と類縁が高 なお、カンガルー・ポーの名は、花

いととが指摘されています。 序の形をカンガルーの足に見立て

カンガルー ・ポーが属するヘモド たものです(ポ-pawは鈎爪のある
田中徳久(学芸員)

ルム科(単子葉植物)は日本には分 H甫乳類の足の意)。
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恐竜のかたちとくらし

骨のある動物

動物には骨のあるものとないものがあり

ます。私たちがふだん食べている動物に

も両方がまじっています。エビ・カニ・ウ

ニ・貝には殻がありますが、骨はありませ

ん。イカやタコには殻もついていません。

反対に魚や鳥には骨があります。牛肉や

肱肉には骨が見当たらないことが多いで

すが、それは肉屋さんがはずしてしまった

か主主主£のように骨のある動物のこと

を脊椎動物といい、主ZL忌日野物の乙と
をひとまとめにして無脊椎動物といいま

ま37Z柱動物官主主ρま魚類、両生類、
脚虫類、鳥類、日南乳類がふくまれます。

それでは脊椎動物はどのような形をし

ているでしょうか。魚、からけものまでどの

グループにも共通してみられる特徴がい

くつかあります。まず左右対称性です。鏡

を見れば、自分の体の左と右がほぼ同じ

形の裏返しになっていることがわかりま

す。ウニなどは放射相称といって5つの方

向に対称t!:がみられます。
体が左右対称で、細長い形をしている

と、水のなかをひとつの向きに進むのに乙

うつごうです。体の前端には口があります

が、餌を取り入れる口のあるほうに進むよ

う休の形が決まったわけで、す。ウニの口

は体の下の真ん中にありますし、イカやタ

コの口は足のつけねの真ん中にあいて

L悼す。

もうひとつ大きな特徴は尻尾があること

です。尻尾というのは便や卵を出す
そうはいせつこう

総が1，池口という孔よりも後の部分のこと

で、無脊椎動物にはありません。たとえば、

トンボの尻尾とよんで、いる部分はほんとう

は腹で、後のはしから卵を産みつけるのを

みてもわかります。ヒ卜には尻尾がありませ

んが、元からなかったのではなく、遠い先

祖のサルにはちゃんと尻尾がありますし、

生まれる前にお母さんのおなかの中にい

た時にも尻尾があった証拠があります。

脊椎動物は水中を泳ぐ魚類と陸上を

歩く四足動物にわけられます。両生類か

ら11南乳類まで4グループにはみなその名

のとおり4本の足があります。鳥の足は2本

しかありませんが、それは前足が飛ぶた

めの翼に変わったからです。

~虫類と晴乳類

今生きている開虫類にはカメ・ワニ・ム

自然科学のとびら 第7巻第4号 2001年12月15日発行

カシトカゲ・トカゲ-へビのなかまがいま

す。これら随虫類と目前乳類とはどこが違う

のでしょう。晴乳類はけものといわれるよ

うに体の表面が毛でおおわれています。

脚虫類には毛がなく、うろこや甲らでおお

われます。もっとも晴乳類のなかにもうろ

こや甲らをもつものがいます。

皮膚の表面のおおいで、はなく、体つき

についてはど、うで、しよう。胴体に対する手

足の長さや向きに注目してください。身近

なイヌやネコ、動物園でみられるゾウやキ

リンなど目前乳類の足は胴体の下に伸びて

いるととがわかります。こうした足のつき

方を下方型とppます。ところが、ワニやト

カゲなど胸虫類の足は胴体の横か斜め

下のほうに突き出します。この足のつき方

を側方型といいます。胴体のわきに出た

足では体重を支えるときに筋肉の力を借

りなくてはなりません。腕立て伏せの姿勢

で、はすぐに疲れてしまうことは知っていま

すね。このため、あまり足の長さを伸ばす

ことができません。足の短い陀虫類は体

を左右にくねらせて歩幅を補っています。

実は体の左右の振りは魚や両生類時

代のなごりです。水中で泳ぐときに役

立った胴体の左右の筋肉や尻尾は、上陸

ι五足が生えてもそのまま残りました。
後足は腹びれが変わってで、きたもので

す。魚では総排池口の前と後で体の太さ

が急に変わることがないように胞虫類で

も胴体から尻尾のっけねは徐々に移り変

わります。ところが晴乳類の尻尾は胴体と

ははっきり太さが違います。これは後足を

後にけり出す筋肉が側方型の脚虫類で

尻尾のわきから起こっているのに対して、

下方型の晴乳類では骨盤から起こるよう

に変わって尻尾に頼らなくてもすむように

なったからです。

!隠虫類の顔で晴乳類ともっともちがっ

て見える点、は耳介、つまり耳がない点で

す。私たちの耳は音を集める外耳、音を大

きくして伝える中耳、音を感じる内耳の3

つの部分からできています。これらの部

分ははじめから全部がそろっていたわけ

ではなく、魚類には耳はありません。両生

類には内耳と中耳ができ、j随虫類で外耳

道ができかかります。哨乳類になると中耳

の耳小骨というjì~~l?から3つに増えて

感度がよくなり、外耳道と耳介ができます。

J随虫類の口のなかを見ると、とがった
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犬塚則久(東京大学)

円錐形の歯がJflpQ信守らんでいます。こ
の歯の特徴を同形歯性といいます。私た

せっし

P32開巴岳ゴ宅捜♂Pって、前から切圏、
犬歯、小臼菌、大臼歯とよばれています。

また、小学生のときには子供のときの乳歯

から大入用の永久歯にはえ変わったこと

を覚えているで、しょう。ふつうの晴乳類は

l回だけしかはえ変わりませんが、JfIJe虫類

では魚類と同じく何回でもはえ変わります。

恐竜と聴虫類

今生きている聴虫類が晴乳類とどう違

うかがわかりました。それでは絶滅した随

虫類といわれる恐竜は今の問虫類とどこ

が違うのでしよう。

まず一番目につくのは恐竜の巨大なこ

とです。今のl隠虫類で大きいものといえ

ばゾウガメ・オサガメ・イリエワニ・コモド

オオトカゲ-アナコンダといったところで

しようか。恐竜にはニワトリくちいのものも

Lミますが、たいていはもっと大きいもので

す。恐竜はなぜあんなに大きくなれたの

でしょう。恐竜の生きていた2億年前の中

生代には、世界中の大陸がひとかたまり

で、高い山もきびしい寒さもなく、餌となる

植物もうっそうと生い茂っていました。府

虫類の骨というのは生きているカ当ぎり伸

びつづけるとしヴ特徴があります。すむ場

所とえさに恵まれさえすれば、動物は体が

大きL刈まうが有利ですから、代を重ねるに

つれて大型のものが生きのび、ついには

分~固と特徴 事iJ

脊枚動物

魚ひれ サケ

左右対称 マグロ
類えら呼吸 シーラカ |

尻尾あり ンス

四足動物

問量客i車E重ii カメ四本足
トカゲ
ワニ

肺呼吸

竜恐 鱗下耳多同介方形生と型歯羽なl白性性毛し
竜盤類

鳥盤類

E 剃 i異ニf形生i歯歯性位 イヌ

ウゾマウ

世相知

図1脊維動物の分類と特徴.
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あんな巨体となったので、しよう。

しかし、まわりの環境にいくら恵まれて

も、体のがわにも大きくなるための条件が

いりました。それが下方型の姿勢です。さ

きほどものべたように、ワニやトカゲのよう

な側方型の姿勢ではある程度以上大きく

なることはできません。足の骨を柱のよう

に立でなければ、肩や腰の筋が体重を支

えきれなくなるからです。恐竜は鵬虫類で

ありながら、いち早く、哨乳類の先祖よりも

早く下方型の姿勢を獲得したからこそ大

型化することができたのでした。

体があれほど大きくなると、変温動物

の開虫類でも体温調節に苦労しなくても

すみます。今の聴虫類は日が昇るとまず

ひなたほ守っこをして、体が暖まるとおもむ

ろに動きだします。大きな恐竜では気温

のさがる夜でも体温がさほど下がらない

ので、翌朝も恒温動物の哨乳類と同じよ

うにすぐ動けるのです。これは湯のみの

お湯がすぐに冷めてしまうのに、お風目

のお湯は翌日でもまだ温かいのと同じ理

屈です。

鳥の皮膚には羽毛、つまり羽が生えて

います。羽はうろこが変わってで、きたもの

です。今の問虫類の体はうろこで、おおわ

れていますが、恐竜の一部にはすでに羽

をもつものがいたことがわかっています。

これは小型の二足性肉食竜のなかまで、

鳥の先祖すじに当たります。

いろいろな恐竜

持拡!叶弱点の陸にすんだl随虫類

で竜盤類と鳥盤類をひとまとめにした呼

び名です。竜盤とはトカゲ型の骨盤、鳥盤

ザギザがついているものもいます。

草食の歯には杭の形、葉の形など色々

な形があります。たいていは木の枝から

葉をこそぎ取るのに適した形をしていま

す。ところが最も進化した鳥竜のなかまで

は、生え変わるはずの歯までふくめて

2000本もの歯がきeっしりとあご、に並び、網

見台ような複雑なかみ合わせ面を作って

岨帽をしていたと考えられます。

草食竜と肉食竜のちがいは体の形にも

あらわれます。肉食竜は餌となる動物をお

そって食べなくてはなりませんから、速く

走れる体つきになります。肉食竜は必ず

二足性で、細長い足をしていたり、鋭い

かぎ爪やかみつくための大きな頭や鋭い

園をもっています。

いっぽう、草食竜は肉食竜の餌になら

ないために自分の休を守る体形になりま

す。守り方には色々な方法があります。た

とえば肉食竜よりも速く走って逃げる、体

を大きくしておそわれないようにする、角
こん{まう

やむよ甲ら、栂棒で武装する、などです。

走る形に適応したのが鳥竜、大型化した

のが雷竜、とげや甲らや幌棒で武装した

のが剣竜と曲竜で、角と襟の盾で、守った

のが角竜です。けっきょく、こうした防御手

段のちがいがさまざまな体形の恐竜を産

みだしたのです。

とは鳥型の貴撃さり意捗丈す。骨盤を |肉
横からみると腸骨、恥骨、坐骨の3つから

知書7。腸骨はつねに上にあり、坐骨は
後下方に伸び話、Nb骨ののび、る向き |復
が竜盤類では前下方、鳥盤類では後下 ，~ 

1[，とうLi22芯JEがありますお31事穿くlfJ4
鼠書長束事、鳥盤類には剣竜、曲竜、 1..，.， 
鳥竜、角竜がふくまれます。 1]吾

肉食竜と草食竜

恐竜は植物を食べる草食竜とほかの

動物を餌にしていた肉食竜とに分けられ

ます。何を食べていた動物かは歯の形に

で番よくあらわれます。J随虫類の歯は
とっ 11¥1し{t，、

同形歯性ですが、草食竜と肉食竜では形

がちがいます。肉食では単純生円錐形

で、あごの並び、にそって前後に稜がありま

す。なかにはこの稜にのこぎりのようなギ
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二足性と四足性

恐竜の先祖はもともと後足のほうが前

足よりも長く、二足性でした。後足だけで

立つには足のつけ根の関節より前と後の

重さが釣り合わなくてはなりません。ちょう

どシーソーのような形です。ごのため二足

性恐竜には長い尻尾がそなわっていま

す。また、2本足で歩くときにはl本の足に

交互に体重がかかります。左足の足あと

と右足の足あとが体の中心から離れてい

ると、l歩ごとに体を大きく左右にゆらさな

くてはなりません。こうしたことから、足の

保問虫鞍先祖の側方型からじきに

下方型へと進化したのでしよう。

下方型の姿勢では側方型よりも足を長

くすることができ、大型化できることは前

に書いた通りです。足が伸びて、1歩の歩

幅が広がると、走る速度も増しました。この

ため走行型の肉竜と鳥竜は二足性です。

ところが、大型化したり、角やよろいで

武装した動物は速く走る必要はありませ

んし、体重が増すと足にかかる負担が大

きくなりますから、2本よりは4本で支えるほ

うが楽になります。こうして雷竜、剣竜、曲

竜、角竜は短い前足も着いて二次的に四

足性になりました。このため、これら四足

性草食竜のせなかは腰が高く前下がりに

なっているのです。

図2恐竜の分類と体型.
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ブラックパス問題 最近の動向、そしてこれから必要なこととは?一瀬能 宏(学芸員)

はじめに

昨今、北米原産のブラックパス(サ

ンフイッシュ科のオオクチパス(図1)

やコクチパス(図2)の総称、単にパ

スとも言う)が大きな社会問題(以下、

パス問題と略す)となり、マスメディ

アを騒がせています。パス問題がアラ

イグマやマングースなど他の移入生

物(外来種とも言う)が抱える問題と

本質的に異なる点は、パスを積極的に

利用することで楽しみや利益を得る

社会勢力が根強くいることです。例え

ば経済効果を何よりも優先させる釣

り具メーカーや釣り雑誌社、公益の名

の下にパス釣りを推進する釣り関連

団体、個人の楽しみとしての釣りを当

然の権利として主張するパサー(/'Iス

釣りをする人)など、パス擁護派と呼

ばれる人たちのことです。これとは正

反対の立場に立つのがパスによる食

害に苦しむ内水面漁業従事者、生物多

様性保全の理念に基づきパスの徹底

駆除 ・撲滅を主張する研究者や学会、

自然保護に関連する各種団体です。両

者の主張は真っ向から対立し、行政は

右往左往し、パス問題は混迷をきわめ

ているのです。

ここでは乙の1年間に私が関わった

パス問題をめぐるいくつかの出来事

を紹介しながら、この問題についての

最近の動向、そして問題解決に向けて

何が必要なのか、私見を述べてみたい

と思います。

水産庁が政策転換?

昨年の12月、衝撃的なニュースが日

本列島を駆けめぐりました。自民党の

水産基本政策小委員会の席上で、水産

庁は外来魚の移殖制限を法定化し、規

制強化に踏み切る一方で、地域によっ

ては外来魚を漁業権魚種として認め

る法案を与党に提出するというので

す(2000年12月5日付け水産経済新聞，

朝日新聞ウィークリーアエラ 2000年

12月11日号による)。オオクチパスを

排除する水域と、生息を認めて積極的

に利用する水域とに分けるという案

なので、「ゾーニング案(すみわけ案)J
と呼ばれています。それまでの水産庁

の基本姿勢は、ごく 一部の特例的な水

域を除いてパスを自然水域から排除

するというものでしたから、突然の政

策転換に魚類の研究者はひ、っくり仰

天してしまったのです。

ゾ一二ング案に潜む落とし穴

ゾーニング案は、一見、パス擁護派

とパスに反対する人たち双方の主張

が考慮、されているように思えますが、

実は大きな落とし穴が隠されていた

のです。

まず第一に、公認のパス釣り場が設

定されれば、そ乙が種湖となり、そこ

からパスが持ち出されて違法放流を

助長させる危険性が指摘されていま

す。法的に規制されている現在でも、

パスの違法放流は一向に止む気配を

見せないど乙ろか、コクチパスのよう

にむしろ拡散に拍車がかかっている

ような状況なのです。違法放流を抑止

するためには、規制強化はもちろんで

すが、釣り人の意識が根本的に変わる

必要があるでしょう。

第二に、パスの資源管理技術は未だ

確立されておらず、排除すべき水域か

らパスをどうやって取り除くのかとい

う問題が指摘されています。現状では

ある程度の駆除は可能でも、完全に取

り除くには小さなため池ですら困難を

きわめます。全国に無数にちらばるパ

ス生息水域からどうやってパスを排除

するのか?それが困難な状況の中での

公認釣り場の増設は、正に「ゃったもん

勝ち」の構図であり、社会に受け入れら

れるはずもないで、しよう。

第三に、大量のパスとそれを養う大

量の小魚、を供給しない限り、多くのパ

サーを満足させるパス釣り場は成立

しないことが指摘されています。水域

生態系の中でエネルギーは、太陽光を

直接利用する生産者(緑色植物)→一

次消費者(緑色植物を食べる植食者:

甲殻類や昆虫など)→二次消費者(植

食者を食べる小型の肉食者 :小魚)→

三次消費者(大型の肉食者:ブラック

パス)へと流れます。栄養段階がひと

つ上がるごとに生物の生産量は桁違

いに少なくなるのが普通なので、ブ

ラックパスが最高位の三次消費者に

ランクされるとすれば、餅となる小魚
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の量に比べると、わず‘カミな数のパスし

か生息できないことになります。ま

た、パス釣りでは資源維持の目的でい

わゆるキャッチアンドリリース(釣っ

た魚をその場で逃がしてやる)が励行

されていますが、ルアーのフックによ

る傷や取り込みの際のスレなどに

よって魚体がダメージを受け、少なか

らぬ魚が死亡していきます。結論とし

て、経済効果が期待できるほど多数の

パサーを受け入れるためには、大規模

な種苗生産のシステムと、安定した餌

料生物の確保が不可欠となります。こ

のことは種苗生産施設からの不法な

パスの持ち出しゃ、餌となる小魚を他

の水域から確保することによる新た

な移入種問題という悪循環を産むこ

とは必至でしょう。

関連学会が猛反発

このような案に対して翌2001年2月

9日、日本魚類学会、日本鞘麹学会、日

本蛸蛸学会の3学会は、農林水産大臣、

水産庁長官、北海道と沖縄県を除く全

国の都府県知事ならびに各都府県漁

場管理委員会会長宛に、「今後のブ

ラックパス政策に関する要望書」を提

出しました。ゾーニング案の問題点の

指摘は当然の乙とながら、何よりも外

来魚の違法放流防止のための公認釣

り場の設置は誤った政策であること、

そして違法放流を防止するためには

乙れまでの駆除政策を強化しつつ、ブ

ラックパス類の移殖放流はもとより、

飼育や譲渡についても適切な規制を

加えるごとこそ必要不可欠であるこ

とが要望されたのです。政策転換は違

法放流の実行者の行為を是認するこ

とになり、それは生物多様性条約締結

国として持つべき理念から明らかに

はずれる世界に恥ずべき行為である

こともきびしく指摘されました。さら

に、自然史系の学協会35団体から構成

される自然史学会連合(日本学術会議

の広報協力学術団体)も、 2月19日付

で農林水産大臣ならびに水産庁長官

宛に同様の要望書を提出しました。こ

れにより、日本の主な自然史系の学会

がゾーニング案に反対である乙とが

表明されたのです。
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生物多様性研究会VS(財)日本釣振興会

2001年2月24日、公開討論会「ブラッ

クパスを考える 21世紀の水辺環境

と釣りのありかた」が、市民団体の生

物多様性研究会と(財)日本釣振興会

の共催により、立教大学で開催されま

した。いわゆるパス反対派と擁護派が

公の場で意見交換を行う初めての会

合とあって、パサーから大学の魚類研

究者にいたるまで、 500人収容の会場

に1000人以上の聴衆が詰めかけまし

た。約4時間に及ぶ討論の末に双方の

意見は結局かみ合わず、討論会は閉幕

しました。この討論会の内容について

の批評はさておき、これをきっかけに

してマスメディアがパス問題の本質

について真剣に取材を始めたのは大

いに評価されるべきでしょう。その後

の新聞報道等の内容をみると、駆除 ・

撲滅か有効活用かといった対立構造

をあおり立てる近視眼的な取り上げ

方ではなく、生物多様性の保全という

視点がようやく理解され始めたので

はないかと思えるのです。

日本魚類学会が公開シンポジウムを開催

2001年6月30日、日本魚類学会自然

保護委員会主催により、公開シンポジ

ウム「ブラックパス問題を科学するー

なにをいかに守るのか?-Jが国立科
学博物館分館で開催されました。学会

員のほか、全国各地の水産行政に携わ

る方々も参加された中、遅ればせなが

ら、日本のパス研究の専門家がパス問

題について科学的に検証し、今後の方

策を指し示す初めての場となったの

です。興味深い話題提供が続く中、当

館学芸員の苅部治紀氏による「オオク

チパスがトンボを食う」では、水面近

くを飛朔するトンボがパスに捕食さ

れるシーンをビデオで紹介しながら、

パスの影響が魚だけでなく水生昆虫

にも及んで、いることを指摘し、水草な

ど他の水生生物も視野に入れた対策

が今後は重要になってくると主張さ

れました。また、最後に、琵琶湖博物

館の中井克樹氏による「研究者は何を

すべきかーブラックパス問題解決へ

の道 」では、普及 ・啓発に向けた積

極的な取り組みとネットワーク作り、

そして他の学問領域との学際的な連

携の必要性が強調され、盛会の内に幕

を閉じました。このシンポジウムの内

容については現在本として出版する

計画が進行中です。

おわりに

2001年8月30日、内閣府が行った「自

然の保護と利用に関する世論調査」の

結果が報道されたのは皆さんの記憶

にも新しいことでしょう 。動植物の持

ち込み制限したほうがよいとする者

の割合が88.2%、生態系を守るために

移入種を駆除したほうがよいとする

者の割合が73.8%に達し、国民の大多

数が移入種に対してノーを突きつけ

たのです。パスをめぐる社会情勢はこ

の1年間で大きく変貌を遂げ、パス問

題は具体的な解決に向けて新たな一

歩を踏み出したと言えるかも知れま

せん。しかし、これだけパスの存在が

社会問題化している現在でも、違法放

流は止まらず、それを助長させるとし

か思えない雑誌の出版やテレビ番組

の放映も相変わらず続いています。青

少年の健全育成にパス釣りを取り入

れようとする動きすらでているので

す。罰則の強化、輸入・飼育・販売に

関連する法規制の整備、効果的な駆

除・撲滅のための技術開発など、まず

は即効性のある取り組みが必要です

が、それだけでは根本的な解決に至ら

ないことは明白です。私が少ない経験

の中から得たひとつの結論は、生物多

様性や移入生物の知識を吸収する姿

勢がパスを擁護する人たちには決定

的に不足しているということでした。

生物多様性や移入生物についての適

切な教材に基づく教育プログラムが、

初等理科教育という義務教育の中で

実践されること、すなわち次世代を担

う子どもたちへの将来を見据えた教

育こそが、パスを含む移入生物問題を

根本的に解決できるのではないで

しょうか。

図1 オオクチパス 1925年に芦ノ湖に最初に移殖され、 1970年以降、釣り人による密放

流によって全国に分布を拡げた。現在では沖縄県を除いて移殖放流が禁止されている。コク

チパスよりも口が大きく、背鰭中央の切れ込みが大きいことが特徴。

図2 コクチバス 1991年に長野県野尻湖で発見されて以来、釣り人による密放流によっ

て急速に分布を拡げている。オオクチパスよりも冷水性で、流水域にも適応できると言われ

ており、湖沼だけでなく、河川上流域に生息する水生生物への影響が懸念されている。
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展示シリ ーズ8 イネ科植物の歴史

図1 1階生命展示室のイネ科コーナー.

今回の「展示シリーズ」では、生命

展示室の奥の一角にあるイネ科コー

ナーのあたりを紹介したいと思いま

す。少々地昧な展示物に込めた思いを

感じ取っていただけたら幸いです。

被子植物の楽園一熱帯多雨林

陸上植物のうち、現在もっとも繁栄

しているのは被子植物です。そして、

被子植物のもっとも発達した社会は

熱帯多雨林に見ることができます。展

示室では、森の上にひときわ高くっき

だした超高木を支える板根や、巨大な

花を咲かせる寄生植物ラフレシア、さ

まざまな形のランの花などを展示し

て、複雑な植物社会が成立している楽

園の様子を紹介しています。l年中暖

かく、雨量が多い気候は、休むことな

く成長を続けられ、陸上植物にと って

生活しやすい環境といえます。被子植

物の祖先は、きっとこういう環境で多

様化を進めたのでしょう。

森の外ヘ

しかし、陸上はどこでも温度や降水

量に恵まれているというわけではあ

りません。この2つの環境条件のうち、

どちらか片方でも悪いところでは、森

が育ちません。緯度や標高が高くなれ

ば気?品が低くなりますし、陸地のおよ

そ40%が乾燥地か半乾燥地といわれ

ます。そういう環境では、地上部分を

使い捨てにして、短い時間で次の世代

を作れる方が生き残る上で有利なよ

うです。森を離れて、より厳しい環境

へ適応するために、大昔の被子植物は

樹木から草本へ、多年生から一年生へ

と次第に小型化し、生活域を広げまし

た。その最先端がイネ科植物を中心と

した草原です。

腔界のイネ科植物は約12，000種あ

ります。ラン科植物の15，000種にはお

よびませんが、地表を被う面積では世

界ーでしょう。太陽エネルギーを動物

が利用できるような形に変換する作

業をもっともたくさんやっている陸

上植物ということができます。展示室

では、数十種の身近なイネ科植物を展

示してイネ科の多様性の一端を紹介

しています。

食われ強いイネ科と哨乳類の繁栄

「草本」という体制ができたことの

影響は、植物が生活場所を広げたとい

うだけではありません。もしも樹木ば

かりで草がなければ、ウシやウマなど

の草食動物も進化できなかったと考

えられます。イネ科植物は花序を出す

までのあいだ、細くて長い葉を伸ば

し、茎の先端の成長点を地面近くに残

しています。このため、他の植物に比

べ、食べられることによるダメージが小

さくてすみます。そういう点でもイネ科

植物は草原に適した植物なのです。

図2S白ipamongholicaの基部.ネパールの高

山草原ではしばしば夏のあいだだけヤギなど

の家畜の放牧を行います。この標本にも、 一

度、動物に食われた跡(矢印)があります。
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木場英久(学芸員)

もうひとつの禁断の果実(穎果)

もっとず、っと後の時代のできごとで

すが、それまでは狩をしたり、野生植物

の実や葉をを食べたりしていた我々の

祖先は、イネ科植物を使って農耕をす

るようになりました。西アジアではコム

ギやオオムギなどの麦類を、熱帯アジ

アの湿地でイネを、中国ではアワを、新

大陸ではトウモロコシを栽培するように

なりました。狩猟・採集生活から農耕を

するようになると、蓄えができて、人類

の生活は安定したでしょう。その反面、

労働時聞は長くなったと考えられてい

ます。また、食料を手に入れるための努

力(仕事)と、それによる報酬の聞の時

間差が大きくなり、本能では理解できな

いことを理性的に強いるストレスを受け

ることになりました。そういう生き方を受

け入れ、つらい労働をこなすことによっ

て、人類は強大な生物になったので

す。それが地球や人類自身にとって良

いことだったかどうかは、意見の分かれ

るところで、しょうが。

つまり、イネ科植物は高い生産力で

哨乳類の繁栄を支え、人類に農耕文明

をもたらし、地球の歴史に大きなインパ

クトを与えてきたわけです。・・・そうして

展示のストーリーは共生展示室へと続

いていきます。

風が吹くから花を咲かせた

一番最初にイネ科植物の展示コー

ナーを「少々地味」とL、Lミましたが、そ
れにはわけがあります。植物が色とりど

りの花を咲かせ、香や蜜を出すのは、

花粉を運ぶ毘虫などの動物を呼び寄

せるためなので、言い方を換えれば、

「きれいな花は動物の好むように進化

した」といえます。イネ科など、風で花粉

を移動させる植物は、動物に娼びを売

らずに風まかせに生きているわけで、

私はそうpう生き様に大いに憧れます

(なかなか実践はできませんが・・ ・)。

ですから、イネ科植物は、もともと人類

を含めた動物にアピールするつもりは

ないのです。

ここでもまた、人類の専売特許である

理性を働かせなければ見えてこない世

界が、私たちの近くに待っています。よ

く見てみると、いいものですよ。
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十て 2002.11) 4日三{金)♂ U 丹市:自決土1jj!?!?2BjjZEjji(日)ぶ1
平成 13年度企画展 わくわく恐竜くらべづこ・復元に挑戦 1

「地球の息吹 富士彩々J写真展 「みんなの手づくり恐竜展」

地元小田原市風祭在住のアマチュア写真家秋山英治氏が、

長年にわたり撮りつづけてきた富士山の姿を紹介します。

数多い富士山の作品の中から、地球の息吹が伝わるような自

然の姿を見せる富士山の作品約80点を展示します。四季折々 、

刻々と変化しながら様々な姿を見せる富士山、その一瞬をとら

えた写真をお楽しみください。

平成 13年度文部科学省親しむ博物館づくり事業の委嘱を

受け、当館では恐竜子づくりプロジェク卜をすすめています。

秋には恐竜模型部門とジオラマ部門について恐竜復元に挑戦

する参加グループを募集しました。子どもたちによる恐竜模型

やジオラマ作品を展示します。また会場には、恐竜折り紙に

チャレンジできるラウンジも開設します。

ライブラリー通信 図鑑の元祖

様々な事物について調べものをする時に不可欠なのが各種の図鑑類ですが、こ

の図鑑という言葉はいつ頃から書名の中に用いられるようになったのでしょう

か。また最初に図鑑として刊行された図書とは何だったんでしょうか。

明治以前に刊行された図書で、書名に図鑑と付いたものはないようです。もちろ

ん今日でいう図鑑の類いがなかったわけではありません。今でも時々書名に用い

られていますが、江戸期までは一般に図鑑の類いは『図譜Jとか『図説Jと呼ばれ
ていました。また魚類の図鑑であれば『魚譜』、花の図鑑であれば『花譜Jという
ふうに『譜Jを付けた場合も多くみられます。この他に 『図会』とか『図集』とい
うのも内容的には現在の図鑑に相当するものかもしれません。『図説Jや『図譜』の
全体の構成、レイアウトが現在の図鑑とかなり違っているのは当然ですが、決定的

な相違は今日では当然だと思われる索引、インデックスがほとんど付いていない

事です。索引は必要とする内容、事項を効率よく検索するために図鑑類にあっては

不可欠なものですが、なぜか日本では索引が発達せず一般化するのは大正年代に

入ってからだと言われています。(W平凡社世界大百科』 索引の項)

さて、これまで最初に刊行された 『図鑑Jは『近代日本生物学者小伝J(1988平
河出版)等によれば明治40年(1907)に牧野富太郎が北隆館から刊行した 『植物

図鑑Jで、これが本邦における最初の精密な植物図鑑だといわれていました。とこ
ろが、全国の公共図書館や大学図書館等の蔵書を検索しでもこの図鑑の所蔵館は

どこもありません。検索の結果、最も最初に刊行されたと思われるのは、明治41

年 (1908)に北隆館から東京博物学研究会編纂で刊行された『植物図鑑』です。不

思議に思っていたところへ、俵浩三著『牧野植物図鑑の謎j(1999平凡社)が刊行

され、 一読するなりそれまでの疑問が氷解しました。

『牧野植物図鑑の謎』によれば、明治40年(1907)に刊行されたとされる牧野の

『植物図鑑Jは幻に過ぎず、前述の東京博物学研究会編纂で刊行された 『植物図鑑』
が確認できる最初の植物図鑑であり、牧野は校訂者として関わったに過ぎなかっ

たことが明らかにされています。編纂者の東京博物学研究会というのは村越三千

男という人物が中心となって作った研究会といわれていますが、彼の伝記につい

てはほとんど伝わっていません。村越の名は牧野という偉大な植物学者の盛名の

背後に隠れてほとんど忘れ去られていましたが、 『牧野植物図鑑の謎Jで紹介され
た事により多くの人が知るところとなりました。この本では、その村越と牧野が当

初は協力関係にありながら、その後次第に互いの植物図鑑の刊行をめぐって確執

を深めていった経緯が詳しく捕かれていて、人間ドラマとしても面白く読めます

ので、ご一読をお勧めします。

ところで、前述の明治41年刊行の『植物図鑑Jが図鑑と付けられた最初のもの
かというとそうではないようです。俵氏の調査によれば明治24年 (1891)年に刊

行された『工芸図鑑j(京都 田中治兵衛)が目下のところ最初に図鑑と名付ーけら

れた図書ではないかということです。もちろん、それ以前に刊行された図鑑が今後

見つかる可能性もあります。明治24年以前に刊行された図鑑の存在についてご存

知の方がおられましたら、是非ライブラリーまでご連絡くださL迎。

(司書 内田潔)
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催し物のご案内

-室内実習
植物分類研究講座

「常緑広葉樹を見分けるJ[博物館]
日時/1月26日(土) 13 ・ 30~15 ・ 30

対象/一般20人
申込締切/1月8日(火)

・野外観察
「野鳥観察会J[秦野・弘法山]
日時/1月27日(日) 10: OO~ 15: 00 
対象/一般30人
申込締切/1月15日(火)
・野外観察

「アニマルトラッキンク'J[博物館周辺]
日時/2月3日(日) 1O :00~15: 00 
対象/小学5年生以上30人
申込締切/1月22日(火)
・室内実習
「ダイパーのための魚類学入門J[博物館]
日時/2月10日(日)・ 17日(日)の2日間
9 : 30~16:00 

対象/18歳以上のダイパー 10人
申込締切/1月29日(火)
・室内実習
「貝の形をしらべようJ[博物館]
日時/2月23日(土)，24日(日)の2日間
10・00~ 15:00 
対象/小学生以上20人
申込締切/2月5日(火)
・野外観察と室内実習
「身近な箱根の地質・地形を学ぼう"J 
[博物館と根府川周辺]

日時/3月I日(金)13:00 ~ 15:00・8日
(金)10:00~ 15:00の2日間
対象/一般20人
申込締切/2月12日(火)

参加について

上記の催し物について、事前申込が必要な

場合があります。特に記載の無いものは参加無

料です。応募多数の場合は抽選となります。参
加方法や各行事についての詳細をお知りになり
たい場合は、下記の連絡先までお問い合せ下さ

い。ホムペ ジでも詳細を見ることができます。

申込・お問い合せ先

干250-0031小田原市入生田499
神奈川県立生命の星・地主求博物館企画情報部
電話 0465-21-1515 
ホームページ
ht甲//www臼ty，odawara.karagawa.jp/museumlg.htmJ
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特別展「地球を見る」のポスター 新井田秀一 ・田口公則 (学芸員)

神:d::J J J直ー』生;e;(J)e 陥球楢釧 体館日須田醐山叶叩{珊叩で}

京川県1L 叩ω歪 m 醇初館 問醐/初副凶器:;諮;:自立;詔躍tz:;2註22
Kanagawa Prefectural Museum of Natural History 交 通/酒復宣比戯温{小æ~...oλ同「入金図{いりう問j駅下車徒接3分園温1号線治い
小園原市瓦生副凶 花L'附時21-1515 h叩:J/çlty岬制加邑.."句H・必"~醐叩市川耐 震示抱カ ノ集湾大学情縄鐙術むンタ .斜慢銚/字盲0..0

図1 特別展 「地球を見るjポスター.鳥1'*図の作図にあたっては、米国政府所有のもの
を、 Spacelmagin~/宇宙開発事業団から提供を受けたランドサット衛星画像データを使

用した。標高データは、国土地埋院長の承認(承認番号平13総使、第227号)を得て同院

発行の数値地図50mメッシュ(標高)を使用した。

平成13年度秋冬に行なわれた特別展

「地球を見るJでは、ポスターが話題と
なりました。展示室lt長i;エも、この見
なれない視点からの鳥附図に多くの人

が興味を持ちました。中には飛行機か

ら搬影されたのですか? と勘違い

された方もいました。

このポスターに使われている鳥|敵

図は、人工衛星からの観測画像を元に

コンピューターにてt品き出したもの
です。もう少し詳しくいうと、ランド

サットの衛星画像と、国土地理院の地

形図から作成された数値標高データ

(数値地図5伐nメッシュ)を鳥|敵図作成

ソフト(カシミール3D)を用いて描き

ました。計算上では、高度約900kmの

上空から西に向かつて斜め下45度に見

下ろすように描かれています。高さにつ

いては1.5倍に強調しでありますので実

際の見え方とはすとし違ってきます。

鳥撒図をよくみると、東西方向に

は、遠くの南アルプス赤石山脈から手
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前の東京湾、千葉港までの約200km、

南北には約80kmにおよぶ範囲が示さ

れています。ランドサット画像の解像

力は30mの大きさですから、富士山や

箱根といった山々はもちろんのこと、

河川の流れや街並み、さらには東京湾

内を航行する船舶まで読み取ること

ができます。鳥敵国で箱根の麓をよく

見ると当館の建物がわかると思いま

す。このようにランドサットの画像を

元にした鳥|敗図からは様々なものを

見つけることができます。

衛星画像あるいは地図を読むとき、

地上の情報を多く知っている人ほど、

画像や地図から情報を引き 出す乙と

ができるという特性があります。それ

では自然史の情報にくわしい学芸員

はどんなものを見つけるだろうかと

思い、学芸員ごとに一見して気がつい

たものを順に挙げてもらいました。ポ

スターの右端にある細かい文字はそ

のリストです。富士山や箱根はだれで

も気がつく筆頭ですが、 10項目以上挙

げるとその学芸員のパックグラウン

ドが見えてくるのではないかと期待

したのです。その一行リストからそれ

ぞれの分野の特徴を見いだすのは難

しい結果となりましたが、それでも県

西部の情報が多くリストされたこと

は博物館に身近なフィールドへの関

心の現れかもしれません。さらに時間

をかけて読んだならば様々な自然史

情報が写りこんでいることを見つけ

ることでしょう。

自然史I等物館に集まる人には、ぜひ、
鳥|撒図から身近な自然史情報を読み

とってほしい。そして、実際にフィール

ドに出かけて確かめてほしい。そんな

原直いをポスターに込めました。
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